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第㸯章 総 論 

 

㸯－㸯 計⏬ࡢ目的 

 

今後ࠊࡣ⏬耐震計ࡢࡇ 50 ᖺ発生ࡿࡍ確率ࡀ 80～90％以ୖ言わ࡚ࢀいࡿ

༡海࣭東༡海大地震等備えࡿたࣛࠊࡵイフࣛイン࡛あࡿ༡予水道企業団ࡢ導

水設備ࠊ浄水設備ࠊ送水設備ࠊ監視制御施設ࡢ耐震ࢆ目的ࡋまࠋࡍ 

 

㸯－㸰 計⏬ࡢ性格 

 

占ࢆ大部分ࡢ導水施設ࠊࡀࡍまࡾ耐震計⏬࡛あࡢ༡予水道企業団ࡣ⏬計ࡢࡇ

ࡾ共ྠ事業࡛あࡢ国営༡予用水土地改良事業㸦農林水産省㸧ࡣ幹線水路ࡿࡵ

㛵係団体ࡶ十分連携ࢆ保ち策定࡚ࡋいࡃ必要ࡀあࡾまࠋࡍ 

   

㸯－㸱 耐震ࡢ目標 

 

 䝺ベ䝹２地震動ࠊランク A ࡣ䝺ベ䝹２地震動ࠋࡍまࡋ目標ࡢ耐震ࡋ想定ࢆ

数百ᖺ一度発生ࣞࡿࡍベ࡛ࣝࠊ当該建物ࡢ敷地࠾い࡚過去及び将来わた

またラࠋࡍまࡾ࠾࡚ࡋ想定ࢆ震度㸴弱程度ࠊࡋ指ࢆ地震動ࡿࢀࡽ考え最強࡚ࡗ

ンク A ࡿえࢆ損傷人命ࠊࡾたࡋ倒壊ࡀ施設࣭建物࡚ࡋᑐ地震動ࡢࡇࠊࡣ

ྍ能性ࡢあࡿ破損ࢆ生࡞ࡌいࠊࡇ個々ࡢ施設軽微࡞被害ࡀ生ࡶ࡚ࡌそࡢ機

能保持ྍࡀ能࡛あࡋࡇࡿまࠋࡍ 

想定震度㸦震度㸴弱㸧ࠊࡣ༡予水道企業団ࡢ施設ࡀ今世紀前半発生ྍࡿࡍ能

性ࡀ高い東༡海࣭༡海地震ࡢ防災ᑐ策推進地区指定࡚ࢀࡉいࡿたࠊࡵ内㛶府

中央防災会議作成ࠕࡢ過去ࡢ被災地震㸦東༡海࣭༡海地震㸧ࡿࡼ震度分ᕸࠖ

及びࠕ༡海地震ࡢ想定震度分ᕸࠖ等ࢆ基想定ࡾ࠾࡚ࡋまࠋࡍ 

   

 

ࠝ参考ࠞ1996 ᖺ気象庁震度階改訂ࡿࡼ旧࣭新震度階ࡢ加㏿度比較      

震度 㸴弱 㸴強 

旧震度階㸦gal㸧 250～400 

改定震度階㸦gal㸧 250～450 450～800 

 

注：改訂震度階ࡣ最大加㏿度ᑐ応࡞࡚ࡋいたࠊࡵ現在ࡢ震度階⣭㛵連解説表

 ࠋいࡉ覧ୗࡈ࡚ࡋ目安ࡵたࡢࡇࠋࢇࡏいま࡚ࢀࡉ示ࡣ㛵連ࡢ加㏿度ࡣ

 

 



 2 

第㸰章 施設概要 

 

㸰－㸯 水 源  㔝村ࢲム㸦㔜力式コンク࣮ࣜࢲࢺム㸧 

         ఫ 所：愛媛県西予ᕷ㔝村⏫㔝村 8-153-1 

         河 川：肱川 

         完 成：昭和 57 ᖺ 3 ᭶ 

  

㸰－㸰 取水施設 取水塔㸦共ྠ事業：農林水産省㸧 

         ఫ 所：愛媛県西予ᕷ宇和⏫明間字板ケ谷 

         完 成：昭和 57 ᖺ 3 ᭶ 

           

 

㸰－㸱 導水施設 

 

 ձ 幹線水路㸦共ྠ事業：農林水産省㸧 

㔝村ࢲムࡽ吉田導水路(6.4Km)ࢆ経࡚༡分水工࡛分岐ࠊ༡幹線 (10.4Km)

昭和ࠋࡿ至崎分水工୕ࡣ幹線(70.5Km)ࠊ宇和島分水工ま࡛ࡣ 55 ᖺ度 (1980

ᖺ)工事開始ࠊᖹ成 3 ᖺ度(1991 ᖺ)完成 

  

  い道：45.7Kmࡎ           

開水路：0.3Km  

暗 渠：0.2Km 

管 路：㺞ﾞｸ㺞ｲﾙ鋳鉄管࣭鋼管φ300 以ୖφ500 未満㸦2.7Km㸧 

          㺞ﾞｸ㺞ｲﾙ鋳鉄管࣭鋼管φ500 以ୖφ1,000 未満㸦36.1Km㸧 

          㺞ﾞｸ㺞ｲﾙ鋳鉄管࣭鋼管φ1,000 以ୖφ1,500 未満㸦2.2Km㸧 

                        鋼管φ1,500 以ୖ㸦0.2Km㸧 

 

 ղ 伊方揚水機場㸦共ྠ事業：農林水産省㸧 

        ఫ 所：愛媛県西宇和郡伊方⏫川永田字୕郎田乙 153 番 2 

敷地面積：1,186.39 ㎡ 

        ୖ水ポンプ：口径 200mmࠊ出力 280Kwࠊ揚程 297mࠊ 

              ྤ出 3.66 ㎥/min 2 ྎ㸦ୖ水専用設備㸧 

                 完 成：ᖹ成元ᖺ 3 ᭶ 
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 ճ 宇和島導水管㸦企業団༢独㸧 

     ༡幹線 30 号分水工ࡾࡼ宇和島浄水場ま࡛ࠋ 

       管 種：㺞ﾞｸ㺞ｲﾙ鋳鉄管࣭鋼管 φ300(2.2Km)ࠊφ250(1.1Km) 

       完 成：昭和 61 ᖺ 3 ᭶ 

 

 մ 明浜導水管㸦共ྠ事業：農林水産省㸧 

     幹線 6 号分水工ࡾࡼ明浜浄水場ま࡛ࠋ 

       管 種：㺞ﾞｸ㺞ｲﾙ鋳鉄管࣭鋼管 φ450(1.0Km)ࠊφ200(0.1Km) 

 

 յ ୕瓶導水管㸦企業団༢独㸧 

     幹線 8 号分水工୕ࡾࡼ瓶浄水場ま࡛ࠋ 

       管 種：㺞ﾞｸ㺞ｲﾙ鋳鉄管࣭鋼管 φ200(3.6Km) 

 

ն 八幡浜浄水場導水ポンプ場㸦企業団༢独㸧 

ఫ 所：愛媛県八幡浜ᕷ高㔝地字ࢼカࢱ 1060 番 4 

       敷地面積：917 ㎡ 

       ポンプ：口径 150mmࠊ出力 132Kwࠊ揚程 138mࠊ 

           ྤ出 3.45 ㎥/min 固定㏿࣭ྍ変㏿各 2 ྎ㸦1 ྎ予備㸧 

完 成：昭和 59 ᖺ 3 ᭶ 

 

 շ 八幡浜導水管㸦企業団༢独㸧 

      八幡浜導水ポンプ場～八幡浜浄水場 

       管 種：㺞ﾞｸ㺞ｲﾙ鋳鉄管࣭鋼管 φ400(0.6Km)ࠊφ350(0.1Km) 

 

  ո 伊方導水管㸦企業団༢独㸧 

      幹線伊方ୖ水分水工～伊方浄水場 

       管 種：㺞ﾞｸ㺞ｲﾙ鋳鉄管࣭鋼管 φ150(0.2Km) 

 

 

㸰－㸲 監視制御施設 

  

    宇和島中央管理所㸦共ྠ事業：農林水産省㸧 

         ఫ 所：宇和島ᕷ柿原字童子甲 1929 番 34 

敷地面積：586.66 ㎡ 

構 造：鉄筋コンク࣮ࣜࢺ㸰階建 

完 成：昭和 62 ᖺ 3 ᭶ 
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㸰－㸳 浄水施設 

 

ձ 宇和島浄水場㸦共ྠ事業：宇和島ᕷ㸧 

ఫ 所：愛媛県宇和島ᕷ柿原字堂子甲 1943 番 

       敷地面積：5,290 ㎡㸦全体 23,167.42 ㎡㸧 

       計⏬給水㔞：10,590 ㎥/日(全体 29,890 ㎥/日㸧 

計⏬給水人口：62,400 人 

完 成：ᖹ成元ᖺ 3 ᭶ 

 

ղ 吉田浄水場㸦企業団༢独㸧 

      ఫ 所：愛媛県宇和島ᕷ吉田⏫立間字㺠ｶﾉｸ㺟 1 番耕地 1734 番 3 

      敷地面積 ：6,479 ㎡ 

          計⏬給水㔞：6,890 ㎥/日㸦宇和島ᕷ吉田⏫ 4,340 ㎥/日ࠊ宇和

島ᕷ୕間⏫ 2,550 ㎥/日㸧 

      計⏬給水人口：23,830 人㸦宇和島ᕷ吉田⏫ 16,330 人ࠊ宇和島

ᕷ୕間⏫ 7,500 人㸧 

       完 成：昭和 58 ᖺ 3 ᭶ 

          ※一部設備ࡣ旧吉田⏫時代ࠊ࡛ࡢࡶࡢ昭和 45 ᖺ完成 

         

ճ 明浜浄水場㸦企業団༢独㸧 

ఫ 所：愛媛県西予ᕷ明浜⏫俵津 5 番耕地 407 番 

       敷地面積：4,008 ㎡ 

       計⏬給水㔞：1,980 ㎥/日 

計⏬給水人口：6,100 人 

完 成：昭和 58 ᖺ 3 ᭶ 

 

մ ୕瓶浄水場㸦企業団༢独㸧 

ఫ 所：愛媛県西予ᕷ୕瓶⏫津ᕸ理字谷 556 蕃 6 

       敷地面積：1,823 ㎡ 

       計⏬給水㔞：1,120 ㎥/日 

計⏬給水人口：10,100 人 

完 成：昭和 60 ᖺ 3 ᭶ 
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յ 八幡浜浄水場㸦企業団༢独㸧 

ఫ 所：愛媛県八幡浜ᕷ大ᖹ 1 番耕地 105 番 

       敷地面積：9,674 ㎡ 

       計⏬給水㔞：13,860 ㎥/日㸦八幡浜ᕷ 10,860 ㎥/日㸧 

計⏬給水人口：55,700 人㸦旧八幡浜ᕷ 44,700 人ࠊ八幡浜ᕷ 

                        保内⏫ 11,000 人㸧 

完 成：昭和 59 ᖺ 3 ᭶ 

 

ն 伊方浄水場㸦企業団༢独㸧 

ఫ 所：西宇和郡伊方⏫川永田字赤ࡀᓠ甲 1288 番 2 

       敷地面積：3,878 ㎡ 

       計⏬給水㔞：1,980 ㎥/日 

計⏬給水人口：7,500 人 

完 成：昭和 61 ᖺ 3 ᭶ 

 

շ 瀬戸浄水場㸦企業団༢独㸧 

 ఫ 所：西宇和郡伊方⏫塩成字ᓟ 1816 番 1 

        敷地面積：4,141 ㎡ 

        計⏬給水㔞：1,000 ㎥/日 

計⏬給水人口：3,300 人 

完 成：ᖹ成元ᖺ 3 ᭶ 

 

ո ୕崎浄水場㸦企業団༢独㸧 

 ఫ 所：西宇和郡伊方⏫୕崎 3493 番 

        敷地面積：4,111 ㎡ 

        計⏬給水㔞：1,890 ㎥/日 

計⏬給水人口：5,400 人 

完 成：ᖹ成 4 ᖺ 3 ᭶ 

 

㸰－㸴 送水施設 

 

   保内送水管㸦企業団༢独㸧 

     八幡浜浄水場～八幡浜ᕷ保内㸦高区࣭ప区配水池㸧 

        管種：㺞ﾞｸ㺞ｲﾙ鋳鉄管࣭鋼管 φ150～φ350(5.4Km) 

※ 耐震継手(NS 型) φ250 L=0.4Km 

               㸱号水管橋㸦鋼管φ250 L=36m㸧 

㸲号水管橋㸦鋼管φ350 L=30m㸧 
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第㸱章 耐震ࡢ基本方針 

 

㸱－㸯 施設ࡢ現状 

 

 導水施設࣭浄水施設࣭送水施設࣭監視制御施設共比較的新ࡋい施設࡛法定耐

用ᖺ数㸦土木 60 ᖺࠊ建築 50 ᖺ㸧ࢆ超えࡿ施設ࡣあࡾまࡢࡇࠋࢇࡏたࡵコンク

 ࠋࡍまࡾ࠾考え࡚い࡞少ࡣ耐震強度పୗࡿࡼ経ᖺ劣ࡢ構造物ࢺ࣮ࣜ

導࣭送水施設ࡢうち管路ࡘい࡚ࡣ総延長 55.6km ࡛法定耐用ᖺ数㸦40 ᖺ㸧

NSࠊまた耐震管㸦鋼管ࠋࢇࡏまࡾあࡣ管ࡿ超えࢆ 形管等㸧ࢆ使用࡚ࡋいࡿ区間

ࡣ 2.6km ࡛総延長ࡢ బ田岬半島部࡛ࡣࢺ࣮ࣝࡢ幹線水路ࠋࡍまࡾあた4.7％

地形࣭地質ୖ地震ᑐ࡚ࡋ弱い部分ࡀあࡾ被害ࡀ懸念ࢀࡉまࠋࡍ 

 

㸱－㸰 耐震補強係ࡿ優先順ࡢ考え方 

 

 企業団ࡢ施設ࡣ代替施設ࡃ࡞ࡀ㔜要度ࡢ高い施設ࠊ࡛ࡾࡤ㔜要度ࡿࡅ࠾

優先順ࡣ付ࢀࡽࡅまࠋࢇࡏまた耐用ᖺ数ࢆ過ࡂ大規模更新ࡢ時期ࡀ来࡚いࡿ

設備㸦電気࣭計装設備㸧ࡶ多ࠊࡃ更新工事等他ࡢ事業計⏬ࡶ含࡚ࡵ優先度ࢆ決

定ࡀࡢࡿࡍ望まࡋい思わࢀまࠋࡍ 

     

㸱－㸱 耐震診断 

 

㸯㸧企業団専用施設及び宇和島浄水場 

ᖹ成 17࣭18 ᖺ度浄水設備㸦全８浄水場㸧ࠊ導水設備㸦八幡浜導水ポンプ場㸧

及び送水設備㸦㸱･㸲号水管橋㸧ࡀ耐震診断ࢆ終了ࡾ࠾࡚ࡋまࠋࡍ診断結果ࠊࡣ

宇和島࣭吉田浄水場ࢆ除ࡃ施設࡛概ࡡ䝺ベ䝹 2࣭ランク A い࡚ࡋ᭷ࢆ耐震強度ࡢ

まࠋࡍ強度足施設ࡢ内訳ࡘい࡚ࡣ第㸲章ࡢ耐震診断結果一覧表記࡚ࡋあ

 ࠋࡍまࡾ

 

㸰㸧共ྠ施設 

 国営༡予用水土地改良事業㸦農林水産省㸧ࡢ共ྠ事業࡛あࡿ導水設備㸦宇

和島中央管理所ࡼ࠾び幹線水路等㸧ࡢ耐震ᑐ策ࡘい࡚ࠊࡣᖹ成 21 ᖺ度ࠕ༡

予地区農業水利施設機能保全等推進連絡会 ᖹ成ࠊࢀࡽࡆୖࡾ場࡛取ࡢࠖ 22 ᖺ 12

᭶ࠕࡣ国営土地改良事業༡予用水地区技術検討委員会ࠖࡀ開催ࢀࡉ༡予用水

地区ࡿࡅ࠾耐震ᑐ策ࡢ検討ࡀ始まࡾまࡋたࠋそࡢ後ᖹ成 24 ᖺ 9 ᭶機能診断

結果共耐震診断ࡢ結果ࡀ報告ࢀࡉまࡋたࠋ 

※ 想定被害ᑐ策等ࡣ別⣬༡予用水地区施設保全ᑐ策計⏬参照 
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㸱－㸲 耐震計⏬ 

 

㸯㸧 企業団༢独施設及び宇和島浄水場 

浄水施設ࡢ耐震(耐震補強工事)ࠊࡣ第㸳章ࡢ浄水施設耐震計⏬ࡾࡼ行う

予定࡛ࠋࡍまた導水࣭送水施設㸦管路 14.5km㸧2023ࠊࡣ ᖺ(H35 ᖺ)ࡾࡼ法定

耐用ᖺ数㸦40 ᖺ㸧ࢆ超えࡿ管路ࡀ発生ࡋまࡢࡇࠋࡍ時期ࡾࡼ順次更新ࢆ行い耐

震管へࡢᕸ設替えࢆ行う予定࡛ࠋࡍ 

 

㸰㸧共ྠ施設㸦宇和島中央管理所ࠊ幹線水路等㸧 

ᖹ成 24 ᖺ 12 ᭶༡予用水地区国営施設機能保全事業ࡢ事業計⏬㸦案㸧ࡀ提示

ᖹ成ࠊࢀࡉ 26 ᖺ度事業採択ࡅྥた作業ࡀ進行中࡛ࠋࡍ事業ࡀ採択ࡤࢀࢀࡉᖹ

成 26 ᖺ度ࡾࡼᖹ成 35 ᖺ度ま࡛ 10 ᖺࡢ工期࡛機能保全㸦長ᑑ命㸧工事及び耐

震ᑐ策工事ࡀ開始ࢀࡉま࠾࡞ࠋࡍ幹線水路ࡢ管路㸦パイプࣛイン㸧部分ࡘい

ࠊࡾあࡀࡁ開考え方࡛ࢻ農業用水サイࢻ水道サイࠊい࡚ࡘ耐震ᑐ策ࡢ࡚

管路ࢆ耐震型㸦NS 型等㸧管種へ全面更新ࡿࡍいう水道事業者ࡢ考え࡚いࡿ耐

震ࡢ実現ࡣ難ࡋい状況ࡾ࠾࡚ࡗ࡞まࠋࡍ 

※耐震計⏬ࡣ別⣬༡予用水地区施設保全ᑐ策計⏬参照 

 

㸱－㸳 施設ࡢ耐震ࡢ状況 

 

 ᖹ成 17･18 ᖺ度国道 197 号線改修㸦ྡ坂道路建設㸧伴い保内送水管ࡢ一

部約 400m  ࠋたࡋ行いまࢆᕸ設替工事耐震管㸦ＮＳ管㸧ࢆ

耐震強度足ࡢ施設ࡢうちᖹ成20ᖺ度八幡浜導水ポンプ場吸込水槽耐震補

強工事ࠊᖹ成 22 ᖺ度୕崎浄水場活性炭混和池耐震補強工事ࠊᖹ成 26 ᖺ度

宇和島浄水場ࡣ各耐震補強工事ࡀ終了ࡾ࠾࡚ࡋまࠋࡍまた吉田浄水場ࡣᖹ成 27

ᖺ度ࡾࡼ耐震補強工事ࢆ開始ࡋᑐ象施設㸱箇所㸦既設側薬品ỿ澱池࣭既設側浄

水池࣭新設側薬品ỿ澱池㸧ࡢうち㸰箇所㸦既設側浄水池࣭新設側薬品ỿ澱池㸧

ᖹ成ࡶ㸯箇所㸦既設側薬品ỿ澱池㸧ࡿ残ࠊࡋ完了ࡀ 29 ᖺ度完了ࡢ予定࡛ࠋࡍ 



 ４－䠍

耐震診断H㻝㻣～H㻝㻤ᖺ度

Ｌ䠍 Ｌ䠎

㻝.着水井 ○

㻞.急㏿混和地 ○

㻟.フロック形成池 ○

㻠.薬品ỿ澱池 ×→○
䠄H㻞㻠負担金䠅

㻞㻡,㻤㻠㻤,㻜㻜㻜
ᖹ成㻞㻠ᖺ度耐震対策済䜏

䠄H㻞㻡概算䠅

㻠㻜,㻣㻝㻝,㻜㻜㻜
ᖹ成㻞㻡ᖺ度耐震対策済䜏

䠄H㻞㻢概算䠅

㻟㻜,㻟㻣㻝,㻜㻜㻜
ᖹ成㻞㻢ᖺ度耐震対策済䜏

㻢.塩素混和池 ○

㻣.塩素混和池ୖ屋 ×→○

㻤.浄水池 ×→○

㻥.洗浄排水池 ×→○

㻝㻜.汚泥濃縮槽 ×→○

㻝㻝.管理本館 ×→○
䠄H㻞㻟負担金䠅

㻤,㻤㻥㻜,㻜㻜㻜
ᖹ成㻞㻟ᖺ度耐震対策済䜏

    耐震補強実施設計
䠄H㻞㻟負担金䠅

㻞,㻣㻞㻞,㻜㻜㻜

計 㻝㻞㻞,㻥㻜㻞,㻜㻜㻜

㻝.活性炭混和池 ○

㻞.薬品ỿ澱池䠄既設側䠅 × 底版
増打コンクリ䞊ト
一体化

䠄概算䠅

㻞,㻜㻜㻜,㻜㻜㻜

ᖹ成㻞㻢ᖺ度耐震実施設計にて
詳細再診断䛾結果対策案変更
ᖹ成㻞㻥ᖺ度工事㻔予定㻕

㻟.急㏿ろ過池 ○

㻠.浄水池䠄既設側䠅 ×→○ 頂版䞉側壁 覆土撤去
㻟,㻟㻡㻝,㻞㻠㻜

㻔新設側薬品ỿ澱池
とྠ一工事㻝㻜,㻞㻠㻥,㻞㻜㻜㻕

ᖹ成㻞㻢ᖺ度耐震実施設計にて
詳細再診断䛾結果対策案変更
ᖹ成㻞㻣ᖺ度耐震対策済䜏

㻡.管理棟 別紙

㻢.電気室䞉薬注室䠄既䠅 別紙

㻣.薬品ỿ澱池
　䠄新設側䠅

×→○ 底版䞉外壁
増打ｺ䢙ｸﾘｰﾄ一体化
壁ୖ部梁㻔H鋼㻕設置

㻢,㻤㻥㻣,㻥㻢㻜
㻔既設側浄水池

とྠ一工事㻝㻜,㻞㻠㻥,㻞㻜㻜㻕

ᖹ成㻞㻢ᖺ度耐震実施設計にて
詳細再診断䛾結果対策案変更
ᖹ成㻞㻣ᖺ度耐震対策済䜏

㻤.電気室䞉薬注室䠄新䠅 別紙

㻥.急㏿ろ過池䠄新設側䠅 ×→○
ᖹ成㻞㻢ᖺ度耐震実施設計にて
詳細再診断䛾結果耐震性有䜚
耐震工事必要無し

㻝㻜.浄水池䠄新設側䠅 ×→○
ᖹ成㻞㻢ᖺ度耐震実施設計にて
詳細再診断䛾結果耐震性有䜚
耐震工事必要無し

㻝㻝.排水池 ○

計 㻝㻞,㻞㻠㻥,㻞㻜㻜

㻝.活性炭混和池 ○ ○

㻞.薬品ỿ澱池 ○

㻟.急㏿ろ過池：基礎 診断不要

㻠.浄水池 ○

㻡.排水池 ○

㻢.管理棟 別紙

計

凡例 ： ○༳䛿耐震性能を確保してい䜛。×༳䛿༴険部位あ䜚。

宇和島浄水場

明浜浄水場

㻡.急㏿ろ過池

　　　　　第㻠章　耐震診断結果一覧表

×→○

宇和島市に委託

宇和島市に委託
䠄H㻞㻟負担金䠅

㻝㻠,㻟㻢㻜,㻜㻜㻜

宇和島市に委託

浄水設備耐震診断結果一覧表䠄そ䛾䠍䠅

浄水場ྡ 施　設　ྡ ༴険部位
耐震評価

㻥

ᖹ成㻞㻟ᖺ度耐震対策済䜏

宇和島市に委託

対策案 備考工事費

ྜྷ田浄水場



耐震診断H㻝㻣～H㻝㻤ᖺ度

Ｌ䠍 Ｌ䠎

㻝.活性炭混和池 ○

㻞.着水井 ○

㻟.薬品ỿ澱池 ○

㻠.急㏿ろ過池 ○

㻡.浄水池 ○

㻢.排水池 ○

㻣.管理棟 別紙

㻤.導水ポンプ場䠄建屋䠅 別紙

㻥.吸込水槽 ×→○ 底版
増打コンクリ䞊ト
一体化

㻝㻞,㻝㻞㻣,㻡㻜㻜
ᖹ成㻞㻜ᖺ度耐震対策済䜏
㻔設計､ﾊ䢚ｲﾊ䢛ｽ管工事含䜐㻕

㻝㻜.接ྜ井 ○

計 㻝㻞,㻝㻞㻣,㻡㻜㻜

㻝.活性炭混和池 ○

㻞.薬品ỿ澱池 ○

㻟.浄水池 ○

㻠.排水池 ○

㻡.管理棟 別紙

計

㻝.活性炭混和池 ○

㻞.薬品ỿ澱池 ○

㻟.浄水池 ○

㻠.排水池 ○

㻡.管理棟 別紙

計

㻝.活性炭混和池 ○

㻞.薬品ỿ澱池 ○

㻟.浄水池 ○

㻠.排水池 ○

㻡.管理棟 別紙

計

㻝.活性炭混和池 ×→○ 底版
増打コンクリ䞊ト
一体化

㻥㻥㻝,㻜㻜㻜 ᖹ成㻞㻞ᖺ度耐震補強済

㻞.薬品ỿ澱池 ○

㻟.浄水池 ○

㻠.排水池 ○

㻡.管理棟 別紙

計 㻥㻥㻝,㻜㻜㻜

凡例 ： ○༳䛿耐震性能を確保してい䜛。×༳䛿༴険部位あ䜚。

୕崎浄水場

八幡浜浄水場

୕瓶浄水場

浄水設備耐震診断結果一覧表䠄そ䛾䠎䠅

浄水場ྡ 施　設　ྡ
耐震評価

༴険部位

㻝㻜

概算工事費 備考対策案

伊方浄水場

瀬戸浄水場



４－２

耐震診断㻴㻝㻣～㻴㻝㻤年度

浄水場名 耐震評価 㻳ls値 考察 補強

診断不能 㻙
構造計算書䛜無い
た䜑診断不能

安全䛸思わ䜜䜛

吉田浄水場 㼐
㻞階㻠㻚㻤㻠～㻡㻚㻝㻝
㻝階㻟㻚㻞㻞～㻟㻚㻞㻟

耐震壁䛻よ䜛強度型
䛾耐震特性

無し

㼐
㻞階㻠㻚㻥㻣～㻡㻚㻥㻥
㻝階㻞㻚㻣㻞～㻟㻚㻤㻠

耐震壁䛻よ䜛強度型
䛾耐震特性

無し

明浜浄水場 㼐
㻞階㻞㻚㻣㻢～㻟㻚㻟㻜
㻝階㻝㻚㻞㻝～㻝㻚㻤㻡

耐震壁䛻よ䜛強度型
䛾耐震特性

無し

八幡浜浄水場

㼐 㻝階㻞㻚㻥㻡～㻟㻚㻠㻝
耐震壁䛻よ䜛強度型
䛾耐震特性

無し

୕瓶浄水場 㼐
㻞階㻝㻚㻥㻡～㻞㻚㻤㻢
㻝階㻝㻚㻞㻤～㻝㻚㻟㻠

耐震壁䛜多く強度型
䛾耐震特性

無し

伊方浄水場 㼐
㻞階㻝㻚㻤㻞～㻟㻚㻜㻥
㻝階㻝㻚㻝㻢～㻞㻚㻟㻡

耐震壁䛜多く強度型
䛾耐震特性

無し

瀬戸浄水場 㼐
㻞階㻞㻚㻞㻝～㻞㻚㻢㻤
㻝階㻝㻚㻣㻝～㻞㻚㻥㻠

耐震壁䛜多く強度型
䛾耐震特性

無し

୕崎浄水場 㼐
㻞階㻞㻚㻞㻝～㻞㻚㻢㻤
㻝階㻝㻚㻣㻝～㻞㻚㻥㻠

耐震壁䛜多く強度型
䛾耐震特性

無し

※各施設䛸䜒構造耐震指標㻳ls䛾値䛜㻝㻚㻜以ୖを有し䛶䛚䜚䚸ｄ評価䛻判定さ䜜特䛻補強䛿必要䛺い䛸判断す䜛䚹

ୖ部構造体䛾耐震安全性䛾評価

評  価

Ｑｕ

α・Ｑｕｎ

Ｑｕ

α・Ｑｕｎ

Ｑｕ

α・Ｑｕｎ

Ｑｕ

l ・α・Ｑｕｎ

Ｑｕ

l ・α・Ｑｕｎ

浄水設備耐震診断結果一覧表䠄建築構造物䠅

㼍

＜㻝㻚㻜
地震䛾振動及び衝撃䛻対し䛶倒壊し䚸又䛿崩壊す䜛
危険性䛜あ䜛䚹

㼎

地震䛾振動及び衝撃䛻対し䛶倒壊し䚸又䛿崩壊す䜛
危険性䛜高い䚹

施設名

㻡㻚管理棟

㻢㻚電気室・薬注室䠄既䠅

㻤㻚電気室・薬注室

地震䛾振動及び衝撃䛻対し䛶倒壊し䚸又䛿崩壊す䜛
危険性䛿低く䚸䊠類及び䊡類䛾施設䛷䛿要求さ䜜䜛
機能䛜確保䛷䛝䜛䚹

㻳ls   =

㻢㻚管理棟

㻣㻚管理棟

㻤㻚導水ポンプ場䠄建屋䠅

地震䛾振動及び衝撃䛻対し䛶倒壊し䚸又䛿崩壊す䜛
危険性䛿低い䛜䚸要求さ䜜䜛機能䛜確保䛷䛝䛺い恐
䜜䛜あ䜛䚹

＜㻜㻚㻡

㼐
㻞階㻝㻚㻜㻢～㻝㻚㻡㻠
㻝階㻝㻚㻞㻤～㻝㻚㻠㻝
B階㻝㻚㻡㻣～㻝㻚㻣㻞

耐震壁䛻よ䜛強度型
䛾耐震特性

無し

䊠 類 及 び 䊡 類 診 断 結 果

㻡㻚管理棟

㻡㻚管理棟

㻡㻚管理棟

㻡㻚管理棟

㻝㻝

㼏

㻳ls = ＜㻝㻚㻜

㼐

㻝㻚㻜 ≦ 䛛つ

㻜㻚㻡 ≦

㻝㻚㻜 ≦
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㸲－㸱 送水設備㸦3࣭4 号水管橋㸧耐震診断結果 

 

ձ 施設概要 

     㸱号水管橋  口 径：250A   

支間長：17.2m 

構造形式：π型補鋼単純支持形式水管橋  

            完 成：昭和 59 ᖺ 3 月 

 

     㸲号水管橋  口 径：350A   

支間長：23.8m 

構造形式：π型補鋼単純支持形式水管橋  

            完 成：昭和 59 ᖺ 3 月 

 

ղ 照査条件 

   ࣭設計水ᖹ震度ࠊࡣ既設構造計算書 Kh=0.2 Ⅲ種地盤㸦沖積層軟弱地盤㸧をࡽ

想定ࡋ Kh1=0.2 㸦0.24×0.85=0.2㸧 Kh2=0.45  ࠋࡿࡍ設定

   ࣭風荷重を現基準に準ࡌ 1.5KN/㎡㸦筒㸧ࠋࡿࡍ 

   ࣭残存板厚ࠊࡣ塗装࣭防食テ࣮プにࡾࡼ防食さ࡚ࢀいࡿこࠊࡽ当初板厚を

採用ࠋࡿࡍ 

   ࣭水ᖹ方向荷重作用高さを断面重心位置ࠋࡿࡍ 

   ࣭旧単位を SI 単位に算ࠋࡿࡍ算値  1Kg≒10KN 相当ࠋࡿࡍ 

   ࣭照査式等ࠊࡣ現基準ࠕ水道施設耐震工法指針࣭解説(1997)及び水管橋設計基準

㸦耐震設計編㸧WSP 064-97ࠖに準ࡌ行うࠋ 

   ࣭使用資料 㸱･㸲号水管橋構造計算書及び完成ᅗ 

         水道施設耐震工法指針࣭解説(1997) 

         水管橋設計基準㸦耐震設計編㸧WSP 064-97 

 

ճ 照査結果 

 

    照査ࡢ結果ࠊ㸱･㸲号水管橋ࠊࡣ応力度࣭ࡓわみ共ࠊ許容範ᅖෆにあࡾ補強ࡢ

必要ࡣ無いࠊࡋࡔࡓࠋ水ᖹ荷重㸦風ࠊ地震㸧作用時に࠾い࡚ࠊ負ࡢ反力㸦上ᥭ

力㸧ࡀ発生ࠊࡀࡿࡍ支承アンカ࣮ボルトࡀ健全࡛あࡿこを条件にࠊこࡢ発生

応力に抵抗࡛ࠋࡿࡁ 

     ※別途耐震診断調査業務委託そࡢ㸰ࡢ構造計算書参照 



㻞㻜㻜㻡 㻞㻜㻜㻢 㻞㻜㻜㻣 㻞㻜㻜㻤 㻞㻜㻜㻥 㻞㻜㻝㻜 㻞㻜㻝㻝 㻞㻜㻝㻞 㻞㻜㻝㻟 㻞㻜㻝㻠 㻞㻜㻝㻡 㻞㻜㻝㻢

ᖹ成㻝㻣ᖺ度 ᖹ成㻝㻤ᖺ度 ᖹ成㻝㻥ᖺ度 ᖹ成㻞㻜ᖺ度 ᖹ成㻞㻝ᖺ度 ᖹ成㻞㻞ᖺ度 ᖹ成㻞㻟ᖺ度 ᖹ成㻞㻠ᖺ度 ᖹ成㻞㻡ᖺ度 ᖹ成㻞㻢ᖺ度 ᖹ成㻞㻣ᖺ度 ᖹ成㻞㻤ᖺ度

委 託 業 務

耐震診断調査
業務委託そ䛾䠍

䐟耐震診断調査
業務委託そ䛾䠎
䐠宇和島浄水場耐震
診断

八幡浜導水ポンプ場
吸込水槽耐震補強
設計委託

宇和島浄水場耐震
補強実施設計

吉田浄水場耐震補
強設計委託

委 託 料 㻝㻤,㻟㻣㻡,㻜㻜㻜
䐟㻝㻝,㻥㻣㻜,㻜㻜㻜
䐠負担金

㻥㻥㻣,㻡㻜㻜
㻔負担金㻕

㻞,㻣㻞㻞,㻜㻜㻜
㻣,㻟㻡㻜,㻜㻜㻜

工 事

八幡浜導水ポンプ場
吸込水槽耐震補強
事前工事
䠄䝞イ䝟ス管工事䠅

八幡浜導水ポンプ場
吸込水槽耐震補強
工事

୕崎浄水場
耐震補強工事
※実施設計䛿企業
団が行った。

宇和島浄水場耐震
補強工事

宇和島浄水場耐震
補強工事

宇和島浄水場耐震
補強工事

宇和島浄水場耐震
補強工事

吉田浄水場耐震補強
工事
既設側浄水池
新設側薬品ỿ澱池
[写真P㻝㻠.㻝㻡]

危 険 部 位 底版
活性炭混和池
䠄底版䠅

排水池外壁
塩素混和池ୖ屋
管理本館
浄水池
汚泥濃縮槽

急㏿ろ過池
薬品ỿ澱池

急㏿ろ過池
薬品ỿ澱池

急㏿ろ過池
薬品ỿ澱池

既設側浄水池
䠄頂版䞉側壁䠅
新設側薬品ỿ澱池
䠄底版䞉外壁䠅

対 策 案
増打コンクリ䞊ト
一体化

増打コンクリ䞊ト
一体化

䠄宇和島市に委託䠅 䠄宇和島市に委託䠅 䠄宇和島市に委託䠅 䠄宇和島市に委託䠅

既設側浄水池
覆土撤去
新設側薬品ỿ澱池
増打コンクリ䞊ト一体化
壁ୖ部梁䠄H鋼䠅設置

工　事　費
䠄H㻞㻥以降䛿
概算金額 䠅

㻥,㻝㻟㻡,㻜㻜㻜 㻝,㻥㻥㻡,㻜㻜㻜 㻥㻥㻝,㻜㻜㻜
䠄負担金䠅

㻞㻟,㻞㻡㻜,㻜㻜㻜
䠄負担金䠅

㻞㻡,㻤㻠㻤,㻜㻜㻜
㻠㻜,㻣㻝㻝,㻜㻜㻜 㻟㻜,㻟㻣㻝,㻜㻜㻜 㻝㻜,㻞㻠㻥,㻞㻜㻜

備　考

㻞㻜㻝㻣 㻞㻜㻝㻤 㻞㻜㻝㻥 㻞㻜㻞㻜 㻞㻜㻞㻝 㻞㻜㻞㻞 㻞㻜㻞㻟 㻞㻜㻞㻠 㻞㻜㻞㻡 㻞㻜㻞㻢 㻞㻜㻞㻣 㻞㻜㻞㻤

ᖹ成㻞㻥ᖺ度 ᖹ成㻟㻜ᖺ度 ᖹ成㻟㻝ᖺ度 ᖹ成㻟㻞ᖺ度 ᖹ成㻟㻟ᖺ度 ᖹ成㻟㻠ᖺ度 ᖹ成㻟㻡ᖺ度 ᖹ成㻟㻢ᖺ度 ᖹ成㻟㻣ᖺ度 ᖹ成㻟㻤ᖺ度 ᖹ成㻟㻥ᖺ度 ᖹ成㻠㻜ᖺ度

委 託 業 務

委 託 料

工 事

吉田浄水場耐震補強
工事
既設側薬品ỿ澱池
[写真P㻝㻠]

危 険 部 位 底版

対 策 案
増打コンクリ䞊ト
一体化

工　事　費
䠄H㻞㻥以降䛿
概算金額 䠅

㻞,㻜㻜㻜,㻜㻜㻜

備　考

ᖹ成㻞㻢ᖺ度耐震補強
実施設計にて詳細再
診断䛾結果対策案変
更

ᖺ度

ᖺ度

第５章　　　浄水施設耐震化䠄耐震補強䠅計画ᖺ次表                                                                      

ᖹ成㻞㻢ᖺ度耐震補強実施設計にて詳細再
診断䛾結果対策案変更
䠄新設側急㏿ろ過池及び浄水池䛿詳細再診
断䛾結果耐震性有り耐震工事必要無䠅
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吉田浄水場 ỿ࡛ࢇ池㸦既設側㸧 

危険部位 ： 底版 

対 策 案 ： 増打コンクリート一体化 

㸦ᖹ成 26 ᖺ度耐震実施設計に࡚詳細再診断ࡢ結果対策案変更㸧 

 

 

 

 

注㸧  吉田浄水場ࡣ昭和 58 ᖺ㸦1983 ᖺ㸧3 月に完成しࠊ昭和 61 ᖺ 1 月よࡾ 

運転開始し࡚いࠋࡿ浄水場ࡣ旧吉田町ࡢ浄水場ࢆ買収しࠊそࢆࢀ基に浄水過 

程ࢆ 2 系統ࡢ浄水場に増設しࠊ必要給水量㸦6,890 ㎥／日㸧ࢆ賄っ࡚いࠋࡿ 

便宜的に旧吉田町側ࡢ浄水場ࢆ既設側浄水場ࠊ昭和 58 ᖺ完成ࡢ浄水場ࢆ 

新設側浄水場呼࡛ࢇいࠋࡿ 
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図４ 今後 30 ᖺ間に 3％以上ࡢ確率࡛発生すࡿ最大震度分布㸦四国㸧 


